
　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
地
域
福
祉
の
推
進
に
関
し
ま
し
て
、

一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
伊
賀
市
社

会
福
祉
協
議
会
は
設
立
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　今
年
は
早
々
に
、
本
部
事
務
所
の
移
転
と
い
う

大
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
新
た
な
出
発
を
期
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　社
会
福
祉
協
議
会
と
い
う
社
会
福
祉
法
人
は
、

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
会
員
と
な
っ
て
、
み
ん
な

で
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
暮
ら
し
を

し
あ
わ
せ
に
す
る
団
体
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

市
民
み
な
さ
ま
の
様
々
な
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
参
加
を
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
の
不
幸

も
な
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を

発
揮
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　令
和
二
年

　元
旦

 （
福
）伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会  

会
長 

福
壽 

勇

　
　

                                     

役
職
員
一
同
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はい。民生委員・児童委員とは、地域住民の立場にたって地域の福祉を担
うボランティアです。民生委員法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された
非常勤の地方公務員で、民生委員は児童福祉法に定める児童委員を兼ねて
います。給与の支給はなく、ボランティアとして活動をしているんですよ。

地域のみなさんが、安心して暮らしていくためのさまざまな相談を受け、
必要な支援や福祉制度の利用、子育てサービスなどへつなぐ役割をしてい
ます。また、子どもや子育てに関する支援など、児童福祉活動に専任する
主任児童委員がいます。

ぼく、三重県伊賀市の観光大
使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校３
年生として、だいすきな伊賀
のふくしのこと、もっと知り
たいぐりっ★

★民生委員・児童委員は、僕たちの一番身近な相談相手なんだぐりね！
僕も、ご近所で困りごとのある人がいたら、民生委員・児童委員の
みなさんに相談してみるぐり！

地域のことをよく知り、福祉やボランティア活動に理解や熱意がある住民
の中から民生委員・児童委員が選ばれています。伊賀市では、定数 309 名
の民生委員・児童委員が活動されています。任期は3年で、再任も可能です。
令和元 (2019) 年 12 月 1 日に、３年に１度の全国一斉改選が行われ、
厚生労働大臣から委嘱状が交付されました。みなさんのまちの民生委員・
児童委員は、「広報いが市」12月 1日号で紹介されています。

ねぇねぇ、民生委員・児童委員ってなんだぐり？

その 26
 「民生委員・児童委員ってなんだぐり？」の巻

 今月お答えするのは
法人運営部 総務課の
豊島里奈です。
民生委員・児童委員に
ついて、ご紹介します！

ナルホド！　ところで、民生委員・児童委員がつけているバッジのマークの
デザインは、何を表しているぐり？

へぇ！民生委員・児童委員は普段どんな活動をしているぐりか？

そうなんだぐりね。どんな人が民生委員・児童委員になっているぐりか？

このマークは、幸せのめばえを示す四つ葉のクローバーをバックに、民生
委員の「み」の文字と、児童委員を示す双葉を組み合わせ、平和のシンボ
ルの鳩をかたどって、愛情と奉仕を表しています。

民生委員・児童委員のマーク民生委員・児童委員
支援へのつなぎ役ネットワークづくり

身近な相談先地域の見守り
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『
患
者
か
ら
の
医
薬
品
副
作
用
報
告
』に
つ
い
て

　
　
　
　

上

野総
合市民病院より

　
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

医
療
技
術
部
薬
剤
課
　
森
本
　
亮
太
　

 

　も
り
も
と
　
　
り
ょ
う
た

「
患
者
か
ら
の
医
薬
品
副
作
用
報
告
」
と
い
う

制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
は
、
医
薬
品
に
よ
る
副
作
用
が
疑
わ

れ
る
情
報
を
、
患
者
さ
ん
又
は
そ
の
家
族
か

ら
直
接
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
（
以
下
、Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
に
報
告
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
医
薬
品
の
副
作
用
等
に
よ

る
健
康
被
害
に
対
し
て
の
救
済
、
医
薬
品
・

医
療
機
器
等
の
品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
に

つ
い
て
発
売
前
の
段
階
か
ら
指
導
・
審
査
し
、

発
売
後
も
安
全
性
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、

分
析
、
提
供
を
行
う
独
立
行
政
法
人
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
患
者
か
ら
の
医
薬

品
副
作
用
報
告
」
実
施
要
領
に
基
づ
き
副
作

用
報
告
を
受
け
付
け
て
お
り
、
皆
様
か
ら
の

情
報
は
個
人
情
報
を
除
い
て
厚
生
労
働
省
に

報
告
さ
れ
ま
す
。

　
副
作
用
情
報
は
、
医
薬
品
の
安
全
対
策
を
行

う
上
で
非
常
に
重
要
な
情
報
の
ひ
と
つ
で
す
。

た
く
さ
ん
の
副
作
用
報
告
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
未
知
の
副
作
用
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
、
医
療
関
係
者
や
患
者
さ
ん

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
薬
品
は
発
売
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
を
行

い
副
作
用
や
安
全
性
の
確
認
を
行
っ
て
か
ら

発
売
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
す
べ
て

の
副
作
用
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

皆
様
か
ら
の
副
作
用
報
告
が
こ
れ
か
ら
の
薬

の
安
全
な
使
用
に
役
立
ち
ま
す
。
報
告
の
対

象
に
な
る
医
薬
品
は
、
病
院
や
診
療
所
等
で

処
方
し
て
も
ら
う
薬
の
他
に
薬
局
や
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
な
ど
で
購
入
す
る
薬
（
要
指
導
医

薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
）、
予
防
接
種
の
ワ
ク

チ
ン
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
医
薬
品
等
を
適
正
に
使
用

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
が
必
要
と
な

る
程
度
の
疾
病
や
日
常
生
活
が
著
し
く
制
限

さ
れ
る
よ
う
な
障
害
等
の
健
康
被
害
を
受
け

た
方
の
救
済
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
患

者
副
作
用
報
告
」
は
、
救
済
給
付
の
請
求
と

は
異
な
り
ま
す
の
で
別
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
症

状
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
患
者
副
作
用
報
告
は
、
医
薬
品
の
安
全
対

策
に
活
用
す
る
た
め
に
、
適
正
な
使
用
に
よ

り
発
生
し
た
副
作
用
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
の
仕
組
み
で
す
の
で
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
報
告
方
法

な
ど
、
詳
し

く
は
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ク

ス
リ
相
談
窓

口
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

　■
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
　
☎
０
５
９
５
（
24
）
１
１
１
１

　
　
FAX 

０
５
９
５
（
24
）
２
２
６
８

　　どうして「あかいはね共同募金」
　　をするの？　

　私たちのすむ町には、お年寄りや障がいのあ
る人、子育て中の人など、くらしていくのに助
けが必要な人たちがいます。みんながくらしや
すくなるお手伝いをするために、みんなで
ちょっとずつ助けあう。それが「あかいはね共
同募金」です。
　助けが必要な人たちのために、いろいろなボ
ランティア団体などが活動しています。活動に
必要なお金を1人で出すのは大変なことだけど、
みんなでちょっとずつ寄付す
れば、より多くのお金が集
まって、たくさんの人が活動
にかかわることができます。

あかい
はね

キッズ
クラブ「あかいはね共同募金」のふしぎ～

「あかいはね子ども相談室」
　フリーダイヤル　0120-137-741
　10:00 ～ 16:00（土日祝・年末年始は休）

　ボランティア団体などがバラ
バラに募金活動をすると、どこ
へ寄付すれば良いか迷ってしま
うので、「共同募金」としてまとめて募金活動を
して、共同募金会が審査して必要なところに助
成をしています。

■平成３０年度  伊賀市共同募金委員会実績額
　　　　　　　　　　　 12,600,802円
■伊賀市共同募金委員会からの主な配分事業
　○ふれあい・いきいきサロンへの助成
　○地域福祉に取組む団体への助成
　○障がい者や高齢者世帯等の火災警報器取り付け支援
　○子育てサロンへの講師派遣
　○災害見舞金・災害救援支援金給付　ほか
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○いが日常生活自立支援センター　☎0595-21-9970 ( (福) 伊賀市社会福祉協議会 )

■
特
集
■
権
利
を
ま
も
る
事
業
の
紹
介

い
が
日
常
生
活

  

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
お
手
伝
い

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
金
銭
管
理
を

通
し
て
本
人
の
自
立
を
支
援
す
る 「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
、
認
知
症
や
精
神
障

が
い
、
知
的
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
お

金
の
管
理
が
自
分
で
難
し
く
な
っ
て
い

る
、
郵
便
物
の
内
容
の
理
解
が
難
し
く

支
援
し
て
ほ
し
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
や
光
熱
水
費
の
支
払
い
が
滞
っ
て
い

る
な
ど
、
関
係
機
関
か
ら
の 

相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、①
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
援
助 

②
日
常
的
金
銭
管
理

サ
ー
ビ
ス 

③
書
類
等

預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
み

な
社
協
職
員
で
、

６
名
の
専
門
員

と
、
20
名
の
生
活
支
援
員
が
い
ま
す
。

生
活
支
援
員
は
、
養
成
講
座
を
修
了
し

た
市
民
の
方
で
、
地
域
生
活
者
だ
か
ら

こ
そ
気
づ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
利
用
者
は
県
内
で
約
１
，８
０
０
人
、

伊
賀
市
で
は
２
０
３
人
が
利
用
さ
れ
て

お
り
、
県
内
で
３
番
目
に
多
い
で
す
。

(

令
和
元
年
11
月
末
現
在)

　
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は
、「
一

人
暮
ら
し
で
何
も
か
も
し
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
が
、
相

談
で
き
る
人
が
増
え
、
助
か
っ
た
。
心

強
い
」
な
ど
、
安
心
感
を
持
っ
て
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　　　　　　　専門員　福井 みずほ

日常生活自立支援事業は、ご本人の
意思により、利用の決定ができます。
自分らしく安心して生活を送るひと
つのツールとして、ご本人に寄り添
いながら、支援させていただきます。

専門員　松岡 和美

まだ一部の人にしか知られていない
事業ですが、広く正しく理解してい
ただき、必要な方に必要な支援を届
けたいです。不安があれば、まずは
社協に相談してください。

○伊賀地域福祉後見サポートセンター　☎0595-21-9611 ( (福) 伊賀市社会福祉協議会 )

伊
賀
地
域
福
祉
後
見

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

私
の
こ
れ
か
ら
は

私
が
決
め
る

　「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知
症
、

知
的
・
精
神
の
障
が
い
等
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
状
態
に
あ
る
方
の
、
暮
ら

し
を
支
え
る
し
く
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

伊
賀
市
で
は
１
７
１
名
が
制
度
を
利
用

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。（
令
和

元
年
７
月
現
在
）

　
セ
ン
タ
ー
に
は
、
家
族
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
支
援
機
関
等
か
ら
、
入
院

費
用
を
本
人
の
口
座
か
ら
出
し
た
い

が
、
金
融
機
関
で
家
族
で
は
で
き
な
い

と
言
わ
れ
た
、
病
院
や
施
設
に
入
る
た

め
に
身
元
保
証
人
を
就
け
る
よ
う
言
わ

れ
た
、
高
額
で
不
必
要
な
買
い
物
を
繰

り
返
し
て
い
て
心
配
、
急
な
入
院
に
備

え
て
で
き
る
準
備
を
し
て
お
き
た
い
、

判
断
能
力
が
よ
り
低
下
し
、
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
利
用
が
難
し
く
な
っ

た
等
を
き
っ
か
け
に
、
相
談
が
よ
せ
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
、
将
来
判
断
能
力
が

低
下
し
た
時
に
備
え
、
自
分
が
決
め
ら

れ
る
う
ち
に
お
金
（
財
産
）
の
使
い
方

や
生
き
方
を
決
め
て
お
き
た
い
と
、

「
任
意
後
見
制
度
」

の
問
い
合
わ
せ
も

あ
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
族
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
支
援
機
関
等
と
協
力
し
、

制
度
が
必
要
な
方
が
利
用
で
き
る
よ
う

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
に
広
く
制
度
や
後
見
人
の
役
割
を

知
っ
て
も
ら
い
、
後
見
人
の
担
い
手
を

育
て
る
た
め
に
「
福
祉
後
見
人
養
成
研

修
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
修
了
者
は

２
５
２
名
で
、
う
ち
２
名
が
実
際
に
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　　　　　  相談員　市川 しのぶ

将来、自分で判断し決められなく
なったとしても、自分らしく暮ら
すには、今から「誰に何をお願い
するか」を考えていくことが大切
です。
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■問い合わせ先  (福)伊賀市社会福祉協議会 ☎ 21-5866・FAX26-0002参加費無料・申込不要

第4                         回

情報支援が必要な方は、お早めにご連絡ください

　◆市民ふくし大学講座見守り支援員ガイダンス
　◆事例紹介／いっぷくしてだぁ～こ　スタッフ　吉井節子さん 　 ※他事例地域依頼中 　
   　コーディネーター／皇學館大学 教育開発センター 准教授・副センター長　 板井 正斉氏

　プログラム

田楽定食▶５００円

高齢化率 44.6％の阿保地域で、民家を改修
して週５日サロンを開催、介護予防拠点に。
毎週土曜日は、田楽定食も提供。
地域の銘菓を復刻するために、厨房改修費
用を助成金獲得やファンドレイジング手法
により捻出し、製造・販売が実現した。

「いっぷくしてだぁ～こ」

 「ありがとう、おたがいさま」と、助けあうことができる。   
行きたい場所に、移動できる。
気軽に集える、居場所がある。

伊賀市で安心して暮らし続けることのできる、支え合いの地域づくりを考えてみませんか？

様 な々目的で集える、地域の居場所に。

おいしく たのしく いこいの場
だぁれでも ゆ～っくり
いっぷくしてだぁ～こ

地域の銘菓「要石
(かなめいし)」

１個170円(税込
)で販売中＊ 

2/29（土）13:30～15:30
大山田産業振興センターどんぐりホール (伊賀市平田950-1 ☎46-2011)

居
場所

地域や家族の支える力が減少する中、個人情報の取扱いについて正しく理解し、
住民同士が助けあえるおたがいさまの地域づくりを学びます。
　講演／「地域の見守り活動における個人情報の取扱いについて」
　講師／ 岩手大学地域防災研究センター客員教授
　　　　銀座パートナーズ法律事務所代表弁護士・博士（法学）
　　　　弁護士 岡本 正さん

2/4（火）
13:30～15:30
阿山保健福祉センター
(伊賀市馬場1128-1)

個人
情報

ドライバーの高齢化や公共交通の維持、通院や買い物の手段の確保が課題に
なっています。移動しやすい地域づくりを学びます。
１部 13:30～  講演／「住民主体の移動・外出支援の仕組み」
　　　　　 講師／ NPO法人全国移動サービスネットワーク 副理事長 河崎民子さん
２部 15:10～  質問・相談会

2/21（金）
13:30～16:00
阿山保健福祉センター
(伊賀市馬場1128-1)

移動
支援

いが見守り支援員いが見守り支援員 養成公開講座第21期第21期市民ふくし大学基礎講座

どなたでも受講いただけます。
専門講座を終了すると、いが
見守り支援員に認定します。
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音
楽
療
法
う
た
お
う
会
を
通
し
て
楽

し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

は
じ
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

認
知
症
・
介
護
予

防
教
室
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　
全
国
的
に
み
て
も
、
外
国
人
住
民
の
多

い
伊
賀
市
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
今
後

ま
す
ま
す
外
国
人
人
材
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
国
籍
や
民
族
な
ど
異
な
る
背
景

を
持
つ
私
た
ち
が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
多
文

化
共
生
の
先
駆
者
で
あ
る
田
村
太
郎
さ
ん

伊
賀
リ
フ
ォ
ー
ム
研
究
会

新
春
講
演
会
の
ご
案
内

　
高
齢
者
や
体
調
に
支
障
の
あ
る
方
の

住
ま
い
の
改
善
に
四
半
世
紀
を
越
え
て

取
り
組
ん
で
き
た
「
伊
賀
リ
フ
ォ
ー
ム

研
究
会
」
が
、
今
回
住
ま
い
を
取
り
巻

く
ま
ち
に
視
野
を
移
し
て
、
新
春
講
演

会
と
し
て
、
主
に
四
日
市
市
で
長
年
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｕ
Ｄ
ほ
っ
と
ね
っ
と
」
よ
り
講

師
を
お
招
き
し
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
当
事
者
の
声
』

【
講
師
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｄ
ほ
っ
と
ね
っ
と 

　
理
事
長 

伊
藤 

順
子 

氏

　
理　
事 

井
上 

雅
之 

氏（
視
覚
障
碍
者
）

【
日
時
】
１
月
15
日
（
水
）
13
時
30
分
～

【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階　
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室
２

【
主
催
】
伊
賀
リ
フ
ォ
ー
ム
研
究
会　

　
　
☎
21
‐
５
８
６
６
（
伊
賀
市
社
協
）

多
文
化
共
生
推
進

講
演
会
の
ご
案
内

音
楽
療
法
う
た
お
う
会

《
上
野
会
場
》

【
日
時
】
１
月
22
日
（
水
）
10
時
～
11
時

　
　
　
　
２
月
26
日
（
水
）
10
時
～
11
時

【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階

　
※
駐
車
場
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

《
島
ヶ
原
会
場
》

【
日
時
】
２
月
６
日
（
木
）
10
時
～
11
時

【
場
所
】
島
ヶ
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
清
流
」

《
阿
山
会
場
》

【
日
時
】
１
月
14
日
（
火
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
阿
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

《
大
山
田
会
場
》

【
日
時
】
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

【
場
所
】
大
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー

《
青
山
会
場
》

【
日
時
】
２
月
14
日
（
金
）
10
時
～
11
時

【
場
所
】
青
山
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

が
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
地
域
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
熱
く
語
り
ま
す
。（
事
前
申
込
必
要
）

【
日
時
】
２
月
３
日
（
月
）
18
時
～
20
時

【
場
所
】
県
伊
賀
庁
舎 

７
階
大
会
議
室

【
テ
ー
マ
】
な
ぜ
多
文
化
共
生
な
の
か

～
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
求
め
ら
れ
る
取
り

組
み
を
考
え
よ
う
～

【
講
師
】
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
所

　
　
　

 

代
表
理
事　
田
村 

太
郎 

氏

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
１
月
７
日（
火
）～
27
日（
月
）の
間
に
、

お
電
話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

伊
賀
市
国
際
交
流
協
会
☎
22
‐
９
６
２
９

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
土
日
祝
除
く
）

後
見
人
の
つ
ど
い

の

ご

案

内

　
「
後
見
人
の
つ
ど
い
」
は
、
日
頃
の
後

見
活
動
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
に
感

じ
て
い
る
こ
と
等
を
後
見
人
同
士
で
語
り

合
い
、
専
門
家
の
助
言
を
受
け
、
よ
り
良

い
後
見
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
も

の
で
す
。

　
当
日
は
、
日
頃
後
見
活
動
を
し
て
い
て
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
不
安

に
感
じ
て
い
る
こ
と
の
相
談
に
、
弁
護
士
、

医
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

日
頃
、
後
見
活
動
さ
れ
て
い
る
方
で
、
一

人
で
不
安
に
感
じ
て
い
る
方
・
仲
間
づ
く

り
を
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
20
日
（
木
）
13
時
～
15
時 

【
場
所
】
上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
３
階　

【
対
象
者
】
後
見
人
も
し
く
は
被
後
見
人

が
伊
賀
市
・
名
張
市
の
方

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
方
法
】
２
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
（
福
）
伊
賀
市
社
協
本
部
内

　

伊
賀
地
域
福
祉
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎ 

21
‐
９
６
１
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
０
０
０
２

　
メ
ー
ル　

kouken@
hanzou.or.jp

若者の職業的自立のための総合相談窓口
いが若者サポートステーションいが若者サポートステーション
～15～39歳までの「働きたい悩みを抱えている人」を支援しています～

★就職相談と各種講座をしています（要予約）★

 
無 料

無料「パソコン講座」開催
【ＰＣ入門  ワード・エクセル・パワーポイント】
●日程 2月5日(水)/7日(金)
/10日(月)/12日(水)/14日(金)
●時間／10:00～15:15

■住所／伊賀市上野丸之内57-4 センタービル１階
■☎＆Fax／0595-22-0039 ■メール／iga-saposute@npo-en.or.jp
■開所日／月～金曜日 9:00～17:00 (土・日・祝 年末年始は休み)

仕事にいかせる‼「この仕事、できるかなと・・」と悩んでいませ
んか？
 今はできなくても、学習や訓練によってでき
るようになるだろうという可能性や潜在能力
を知ることができます。  
→『厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）』
随時、実施中です。要申込。

★ ハローワーク伊賀 出張相談日／1月15日(火)・2月18日（火） 13:00～16:00
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■と　き／ 2020 年 1月19日  日
　　　 　①9:45～ ②13:30～ 
■ところ／ 前田教育会館 蕉門ホール
　　　　　（伊賀市大谷 670　☎24-5511）

○ 主催／公益財団法人前田教育会　○ 後援／ ( 福 ) 伊賀市社会福祉協議会・三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会
○ 問い合わせ先／公益財団法人前田教育会 ☎0595-24-5511・伊賀市社会福祉協議会 ☎0595-21-5866

父、昇平（山﨑努）の 70 歳の誕生日。久しぶり
に集まった娘たち、芙美（蒼井優）と麻里（竹内結子）
に母・曜子（松原智恵子）から告げられたのは、
厳格な父が認知症になったという事実だった。
それぞれの人生の岐路に立たされている姉妹は、
思いもよらない出来事の連続に驚きながらも、変
わらない父の愛情に気付き前に進んでいく。
ゆっくり記憶を失っていく父との 7 年間の末に、
家族が選んだ新しい未来とは―。

鑑賞券をご希望の方は、伊賀市社協各地域
センターまたは前田教育会まで。

ゆっくり記憶を失っていく父との、お別れまでの７年間。
笑って泣いて、前に進んでいく家族たちの、新たな愛の感動作！！

赤い羽根共同募金配分事業 福祉映画会

 © 2019『長いお別れ』製作委員会　（C)中島京子／文藝春秋

監督・脚本：中野量太　原作：中島京子「長いお別れ」（文春文庫刊）
脚本：大野敏哉　主題歌：優河「めぐる」
出演：蒼井優　竹内結子　松原智恵子　山﨑努　蒲田優惟人
　　　中村倫也　北村有起哉　杉田雷麟

※鑑賞券／一般前売券　  1,000 円 ( 当日 1,300円 )
　　　　　小中高生前売券  800 円（当日1,000円）

　
伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会
上
野
支
部

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
買
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
14
時
30
分

【
場
所
】
う
え
せ
ん
白
鳳
プ
ラ
ザ

【
内
容
】
衣
類
・
日
用
品
・
寝
具
・
雑
貨
・

食
料
品
な
ど
の
販
売

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会
上
野
支
部

　
　
　

  

吉
川
博
子
（
☎
21
‐
２
８
９
４
）

更
生
保
護
女
性
の
会
上
野
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　

視
覚
障
が
い
者
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
に
、
音
訳
技

術
（
聞
き
取
り
や
す
い
読
み
の
技
術
）

の
基
礎
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
録
音
図

書
の
製
作
等
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
録
音
図
書
の
増
加
を
図
り
、
視

覚
障
が
い
者
の
読
書
環
境
の
支
援
と
福

祉
の
増
進
に
寄
与
し
ま
す
。

【
日
時
】

①
平
日
コ
ー
ス
（
全
て
金
曜
）

　
４
月
17
日
、
５
月
15
日
、
５
月
29
日

②
土
曜
コ
ー
ス 

　
４
月
18
日
、
５
月
16
日
、
５
月
30
日

　
（
10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時
）

※
両
コ
ー
ス
と
も
、初
日
は
午
前
中
の
み
。

　
１
回
２
時
間
、
全
５
回
、
３
日
間

音
訳
奉
仕
者
講
習

会

受

講

生

募

集
【
場
所
】

　
三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】

　

講
習
会
全
日
程
に
参
加
で
き
、
音
訳

の
経
験
が
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
が

で
き
る
方

【
受
講
料
】

　
受
講
料
無
料

　
テ
キ
ス
ト
代
（
８
８
０
円
）
が
必
要

【
内
容
】

① 

視
覚
障
が
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

② 

正
し
く
伝
え
る
為
の
音
訳
基
礎
知
識
・

実
習

③ 

グ
ル
ー
プ
紹
介
、
活
動
に
向
け
て
の
案
内

【
申
込
締
切
】

　
３
月
25
日
（
水
）
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ま
ず
は
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
５
９
‐
２
１
３
‐
７
３
０
０

http://w
w

w
.zc.ztv.ne.jp/m

ieten/p/

＊お久しぶり＊
今日からできる 簡単手話講座

4指の背を付け合わせて指を立てた
両手を左右に引き離す。

伊賀市健康福祉部障がい福祉課 ☎２２－９６５７

②「あいさつ」軽くおじぎをしながら、向かい合わせた人差し指を折り曲げます。



数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑

張っていきたいと思いま

す。

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人住民を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人住民
も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には外国人
住民も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を後期
高齢化率と表記しています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。   No.167  　 新年合併号  8

編
集
後
記

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
75歳以上の高齢者
後期高齢化率
介護保険認定者数

	 ９１，２７７人（－72人）
　２９，６９５人（＋38人）

　　３２．５％（±0.0％）
１５，９０３人（+21人）

１７．４％（±0.0％）
６，２３７人（＋14人）

編集・発行　　　　　社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/
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あなたのまちのふれあい・いきいきサロン（154）
七本木いこいサロン

メンバー数／ 15 名～ 20 名
開催場所／七本木公民館他
開催頻度／月 1 回

　昨今、七本木地区では高齢化に伴い、外出したり、人と会う機会
が減り、人と話をする機会も少なくなってきました。女性同士が集
まるおしゃべり会、お食事会などはあったものの、男性参加はあり
ませんでした。そこで、老人クラブや地区内のグループの集まりも
含め、「地域ぐるみでみんなが集える居場所づくり」をテーマに「七
本木いこいサロン」を立ち上げ、昨年 6 月ふれあい・いきいきサロ
ンとして登録しました。
　七本木いこいサロンは、日常生活の情報交換、その他健康に関す
ること、防犯・防災など地域生活に関わる事についてコミュニケー
ションを取る場となっています。また、地区内の方がオカリナを演
奏したり、大型紙芝居や、おりがみをするなど、地域住民の特技の
発表の場、あるいは役割を創出できる場となっています。そのほか
にも外部講師を招き、健康に関する講座を開催しました。
　今は代表者など事務局主体で運営をしていますが、少しずつ参加
型で運営できるように、気軽に「いこいこ」と声を掛け合って参加
できるサロンにしていきたいと思います。
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本
部・上
野

〒518-0869 
伊賀市上野中町2976番地1 上野ふれあいプラザ３階
TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本部） ueno@hanzou.or.jp（上野地域センター）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp

〒518-1313
伊賀市馬場1128番地の1　阿山保健福祉センター
TEL：0595（43）1854／FAX：0595（43）1577
Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp
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数字で見る伊賀市の福祉	 令和元年１１月３０日現在（前々月比）
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●活動を始めたきっかけ
　元国鉄マンで、運転士一筋に勤める一方、労働組合活動で
も奮闘してきました。退職後は町議会議員を１期務め、その
後はまちづくり協議会の事務局長として、健康福祉分野にも
関わることになりました。現在は、まちづくり協議会の会長
として、福祉・介護・保健・医療の各機関と連携しながら、
健康で幸せな暮らしが出来る西柘植地域を目指しています。
●活動内容
　平成３０年２月に発足した「西柘植福祉ネット」は、まち
づくり協議会の運営会議の場が地域福祉ネットワーク会議と
なっています。住民、地区、学校、各種団体などの課題を共
有し、まちづくり協議会の事業や、関係機関と協働し課題解
決を進めていく場となるようにすすめています。
●今後の抱負
　区単位の課題解決に向けて、西柘植９地区での地域会議の
設置、さらには生活支援サービスの実施、高齢者や障がい者
に対する見守りの仕組みの構築、小地域活動の拠点や居場所
づくり、小学校登下校時の見守りなど、安全安心な「西柘植
の郷」を目指して積極的に取り組んでいきます。 No.162

奥
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澤 重
しげひさ

久さん（71 歳）
いがまち在住
西柘植地域まちづくり協議会
会長


